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※開場は上映の30分前になります
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映画 ｢エクレール･お菓子放浪記｣桑名市上映実行委員会
問い合わせ先と
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< 支えあう八の心のやさしさ

映画｢エクレ- ル･お菓子放浪記｣の桑名市上映の成功に
あなたのお力をお貸し下さい。
乍年3月11日~東北地方を中心に東日本一帯を襲った大惨禍は、

一瞬にして数々の夢と希望を打ち崩鰄灘燐こ
ね
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こんな津波に破壊された宮城県石巻市をメインロケ地に、『本の映画が企画され、完成を迎楚縱秀纖漱滋露灘盤我鱗
なデー
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、
‘ に~たくさんの八のやさしさに支えられながら自らの未来に向けて精いっぱい生き抜いた導火の菰難讓議鱸篝. “｢ ｢ … … . - - 、 ( ~ 〆噂 }… ^ …- ･ ･ …′‐… 印T 一- " そ ごそふんでおど誇翳鱗窿礎毒
の物語です。
時代の閉塞感が語られるようになってしまった現代社会に、く支えあう八の心のやさしさ>を頬睨む"そ獲らべを釜回議

に発信すべく、宮城県民がその旗をかかげたのは、今から数えるなら三年前のことでございました。それ以来"夢の》、し

実現を願う宮城県民の願いは、県内に広がる大きな輪となって、この作品は昨年2月、無事完成をむかえたのでした。

そして明けた3月10日、東京のニッショーホールで開催された完成披露試写会は、会場をいっぱいに埋めた700名

の感動の声に包まれていました。今のこの時代に< 支えあう人の心のやさしさ>を語ろうとした宮城県民の

願いは、見事な全国発信のスタートを切ったかに見えたのでした。

ところが、翌日、東日本を襲った大惨禍は、こんな夢を一瞬にして打ち砕いてしまいました。映画に描かれた

素晴らしい情熱こ被害はもたらされました。三年にわたる夢を語りながら作 品を生み出した宮城県では･ ,葵
とうてい公開できる状態ではなくなってしまったのでした。

しかしながら、私たちはこの作品に触れ、宮城県民が、わけてもメインロケ地となった石巻市民が心を込め

て語ろうとしたこの作品の心が、実は今こそ日本国中に求められる心であることに気づかされたのでした。

この作品の心< 支えあう八の心のやさしさ> は、今こそ一人でも多くの国民の胸に語らなければ

ならないんじぐであることを確信したのでした。

私たちは心を込めて訴えます。
今こそ、この作品の心を広く市民に語りながら、その心を東北の被災地への支援の心につな

げてゆきたいと願っています。どうぞ、こんな私たちの願いにあなたの手をつないでください。被

災地に心をつなごうとする私たちの願いが、いつかは妙其下全域に広がる大きな
“心つなぎの車舒

となって育ってゆくことを信じて…。
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桑名市長 水谷、元

お菓雜 製己｣桑名市上映実行委員会
　　
　　 　

山 中 啓 圓 (桑名市社会福祉協議舞張)
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藤原 、隆 (乗名市自治会連合会会長)
市 川 良 子 (桑名市更生保護婦人会会長)

年余りが経過しました。

めまして、犠牲となられた方々には謹んで哀悼の意を表しますとともるこ、被災されました皆さま、

′# '′避難所生活を余儀なくされておられる皆さ割専心からお見舞しを申し上げます。、 轡
　　映画｢エクレール･お菓子放浪記｣は、宮城県石巻市など2市3町をメインロケ地として撮影が行わ

れました。しかし、映画に描かれた素晴らしい風景は、この東日本を襲った大地震により、多くが失われてしまいました。

そのため~映画上映は一時中止となりましたが、この映画が｢支え合う人の心のやさしさ｣や｢地域のつながり｣を通じて、

ともに生きることの大切さを考えさせてくれることから、全国各地で、復興支援活動のそつとして、上映会が開催されています。

被災地には、今なお全国各地から支援の手が差しのべられていますが、被災地の復興には、まだまだ、様々な支援が

, 必要です。

桑名市では、今回の上映にあたりまして、映画収益の一部を震災復興支援のため、被災地へお届けしたいと考えて

おり、一人でも多くの方にこの映画を見ていただき、復興の一助となることを期待しております。皆さま方のご理解とご協力

の程、よろしくお願い申し上げます。

｢ぉ菓子放浪記｣原作者 西 村 滋もう一度 ｢ぉ菓子放浪記｣原作者 西 村 滋

菓子類が消えてしまっていた戦争の時代。ひとりの孤児が甘い菓子にめぐりあえる日(つま

り平和の日)を夢見ることで、孤独に耐えて生きてゆく。やがて戦争は終わるけれど、敗戦の混

乱で人々の心は荒廃。闇市の菓子は法外の高値で、庶民の手はとどかない。希望を見失った

{ 孤児は堕落しそうになるが、あるひとの言葉。 -

｢それならキミ自身がお菓子になればいい。つまり、キミがおいしい人間になるんだ｣、

によって、なんとか立ち直ろうとする。原作者として、いちばん大切な、そして大好きな場面ですが

自伝的な作品なので、私は映画の中の少年時代の自分に再会しました。そして、もう一度人生を生きているよう　
　　　　

　　 　　

な気がしました。｢おいしい人間｣の自信はないけれど、せめて｢まずい人間｣にはならないように努力してきたという

父 うぬぼれがあったので、舞台で花束を受けた時は、そのホウビをもらったような気がし、そして、これがわが人生の

‐ フィ ーレだなと思ったのは 粥0 をこえていたからで が、フィナーレどころではあ ませんでした◇〉
^ ~

く、大殺熾をやる。大地震は、自然を愛す人の心におかまいなく大破壊をする。どっちも心というものはないので

の時こそ、人間は人間の心で生きなければ。心あればこそ、この大きな試練の時、自分が｢おいしい人間｣で

るかどうかを試されていることを思わなくては。

も、もう一度生きなければと思っています。震災前の石巻や北上川の美しい風景がおさまっているこの映画を

にしながら、小さな力でも被災地への一助となるために、人生のフィナーレは延期ということしとなりそうです。･


